
［井原中］学校２年 Ｒ５ふるさと教育・起業家教育の視点を取り⼊れた単元報告シート 作成者名【 川上 尚俊 】
●●●●＝必ず記⼊ ○○○○＝計画に応じて該当するところを記⼊

めざす⼦ども像 地域を愛し、地域に貢献するために目的意識をもって課題を解決していこうとする生徒

学年・学期にお
ける探究課題 自分の弱み・強みを知り、なりたい自分の実現に向けて行動できる

単元名 ワーク＆ライフ職場体験（全３１時間＝実施時期：６月～１２月）

単元のねらい
職場体験を通して事業所の方々の｢生きがい｣や｢やりがい｣｢働きがい｣を知り、｢地域社会貢献活動｣について考えることができ
る。

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現

主な活動
職業調べ、働くとは何かを考え⾃分の課
題を設定する。

井原を拠点に仕事をされている⽅（キャ
ストの話を聞いたり、体験する事業所に
ついて調べたりすることで、｢やりがい｣
や｢⽣きがい｣を学ぶ。

職場体験や発表会に向けて、体験内容や
学んだことを整理、分析する。

スライドを使って体験したことや学んだ
ことを事業所の⽅を交えて発表をする。

仕
掛
け
・
⼯
夫

もの 職業調べのテーマを決定し、各⾃で調べ
学習を進める。

キャストと交流する中で、１年時の郷⼟
学習を⽣かしながら職場体験を⾏う。

調べた内容を発表⽤のスライドにまとめ
る。

ひと
事業所への電話でのアポイントの取り⽅
やお礼状の書き⽅を学ぶ。

キャストと交流したり事業所に出向いた
りして情報収集をする。

体験を通して学んだことをグループのメ
ンバーや事業所の⽅に発表をする。

しごと（こと）

体験する事業所の事業内容を事前に調べ
る。

その他

引
き
出
し
た
姿

いばら愛
（郷⼟愛と当事者性）

地域の事業所の事業内容を知り、⾃⾝の
勤労観を養う。

キャストや体験する事業所の⽅と交流す
る中で郷⼟井原について考える。

体験したことを地域の特⾊や事業所の特
⾊に触れながら発表する。

やり抜く⼒
（向上⼼と忍耐⼒）

体験したことを⾃分の⼒やグループの⼒
でまとめることができる。

担当した事業所で体験したことや学んだ
ことを発表することができる。

まき込む⼒
（発信⼒と協働性）

事業所の⽅と話をする中で、⾃ら課題を
設定する。

事業所の⽅と話をする中で、「職業観」
「⼈⽣観」を共有する。

アウトプット
の⼯夫

交流会では、お話を聞いた⽅に感想⽂を
お渡しした。

事業所の⽅をお招きして発表会を⾏った。
また、発表後はグループごとに意⾒交換
会（懇談会）を⾏った。

◆ 実際に連携・接続・交流した他学年、他校（園）種、外部団体等
井原Lovers 岡⼭⿓⾕⾼等学校 市内事業所

◆ 実際に関連付けた教科・領域、学校⾏事等
道徳 国語

☜

☜

☜

☜

☜

☜

☜



〈R5〉井原中学校・2年 単元名『ワーク＆ライフ職場体験』の流れ（探究過程）と活動の実際 担当【 川上 尚俊 】

◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）
○井原Loversや市内事業所など地域の⼤⼈と多く関わることで、職業観や仕事に対するやりがいを聞くことができ、「いばら愛」や⾃分の進路選択について考えることができた。
△職場体験先が⽣徒の希望になるべく沿えるように、事業所との連携を図る。
△市内5中学校の職場体験の⽇程を調整する必要がある。
☆職場体験協⼒事業所の開拓を学校（学年）主導ではなく、井原商⼯会議所等の第3機関にお願いできないか。

☜

☜

◆単元のねらい「職場体験を通して事業所の⽅々の｢⽣きがい｣や｢やりがい｣｢働きがい｣を知り、｢地域社会貢献活動｣について考えることができる。」

・井原市内の事業所で働く⽅の話を伺ったり、職場体験を⾏ったりすることで、職業観や仕事に対するやりがい、井原の魅⼒を知り、⾃分の進路
や郷⼟の未来を想像することができる。
・職場体験のいろいろな活動を通じて、井原志⺠⼒「いばら愛」「やり抜く⼒」「巻き込む⼒」を育むことができる。
・職場体験で学んだことを発表⽤スライドを作成することで、職業観や仕事に対するやりがい、いばらの魅⼒を再認識し、発信ができる。

◆流れ（探究過程）と活動の実際

６⽉２3⽇（⾦）W＆L交流会 7⽉7⽇（⾦）職場体験に向けたマナー講座 9⽉1⽇（⾦）職場体験事前訪問の依頼
⾃⼰紹介シートの作成

9⽉8⽇（⾦）職場体験事前訪問

9⽉13⽇（⽔）〜15⽇（⾦）W＆L職場体験

10⽉〜11⽉ 職場体験発表会に向けた
スライド作り

12⽉1⽇（⾦）職場体験発表会リハーサル

12⽉8⽇（⾦）W＆L職場体験発表会・懇談会


